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本号には原著 3 編，資料 1 編掲載されています。その

うち 2 編が質問票による情報の将来予測能に関する研究

です。らの論文では，質問票で得られた情報が，将来

における要支援・要介護認定を予測できるかを評価して

います。また，蔦谷らの論文では，特定健康診査で使用

している質問票で得られた情報が，将来におけるメタボ

リックシンドロームや高血圧発症を予測できるかを評価

しています。普段の業務で使用している一般的な質問票

の内容が，何ら将来を予測しないのであれば，何のため

に時間をかけて質問票で評価するのか，その意義が問わ

れてしまいます。その意味で，将来予測能の高い質問票

を作成することができれば，こうした質問票による評価

はさらに意義のあるものになると考えられます。

また，渡邊らの論文は，健康増進施設や地域包括支援

センター等を利用している人ほど社会との関係が維持さ

れていたとする論文であり，介護予防事業についての一

定の効果が示されています。八巻らの論文では，視覚障

害者の健康診断の受診や医療情報へのアクセスについて

評価を行い，一般住民と大きな差はなかったものの，未

受診者においては障害を背景とした不安や困難があると

し，さらなる環境整備の必要性を指摘しています。

本誌は，できるだけ原著論文として出版できるよう投

稿規定を見直しました。また，論文カテゴリに関する著

者らの意向を尊重するとともに，支援的査読を査読方針

とした結果，原著論文での採用が増えております。本誌

への投稿は，学会総会での一般演題数が1500以上あるこ

とを考慮すると依然として少ないのが現状ですが，公衆

衛生学領域の基幹的な雑誌となれるよう日々努力してお

ります。会員の皆様におかれましては，積極的な投稿を

お願い申し上げます。 （関根道和）


